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一
般
質
問
っ
て
・・・
？

　

市
議
会
議
員
が
市
長
等
に
対

し
、市
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
る

事
務
の
執
行
状
況
や
、将
来
に
対

す
る
方
針
等
に
つ
い
て
の
考
え
を

問
い
、報
告
や
説
明
を
求
め
た
り

不
明
な
点
を
問
い
た
だ
し
た
り
、

政
策
的
提
言
等
を
行
う
も
の
で

す
。

　

一
般
質
問
は
、定
例
会
だ
け
に

許
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、み
や
ま

市
議
会
で
は
、質
問
内
容
を
事
前

に
議
長
に
文
書
で
知
ら
せ
る「
通

告
制
」を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
議
会
で
は
申
し
合
わ
せ

で
、質
問
時
間
は
答
弁
時
間
を
含

め
て
1
人
60
分
と
決
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、当
市
議
会
に
は
会
派
が

な
い
た
め
、会
派
を
代
表
し
て
行

う「
代
表
質
問
」は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
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今
の
み
や
ま
市
は
、
過
疎
指

定
市
町
村
で
あ
り
、
令
和
8
年
度
過

疎
対
策
事
業
で
計
上
さ
れ
て
い
る
事

業
費
18
億
円
と
国
か
ら
7
割
の
財
政

支
援
を
受
け
、
ま
ち
づ
く
り
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
は
時
限
立
法
で
、
令
和
13

年
で
終
了
す
る
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
財
政
支
援
事
業
が

無
く
な
り
、
残
り
3
割
の
事
業
費
返

済
の
み
が
残
り
、
大
変
な
財
政
危
機

に
陥
る
と
思
わ
れ
る
が
。

問

自
主
財
源
率
が
低
い
本
市
に
お

い
て
は
、国
・
県
・
地
方
債
へ
依
存
し
て
お

り
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

答

「
P
F
I
事
業
」な
ど
で
民
間
活

力
導
入
に
て
財
政
支
出
を
削
減
で
き
る

よ
う
研
究
し
て
取
り
組
む
。

※「
P
F
I
事
業
」・・・
行
政
に
変
わ
り
、

民
間
企
業
が
学
校
や
公
共
施
設
建
設
・

運
営
を
行
う
。

答

そ
こ
で
、
国
が
推
奨
し
て
い
る
財

政
支
出
を
抑
制
す
る
対
策
と
し
て
、
本

来
行
政
が
行
う
こ
と
を
企
業
の
参
入
、

共
存
共
栄
に
よ
る「
P
F
I
事
業
」と「
社

会
貢
献
事
業
」
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
民
間
活
力
を
活
か
し
、

企
業
が
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政
活

用
す
る
こ
と
で
、
財
源
支
出
抑
制
に
な

り
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
よ

り
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
事
業
と

し
て
、
子
育
て
館
な
ど
自
主
建
設
運
営

を
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
企
業
と
の
共
存
共
栄
に

よ
る
財
源
安
定
化
・
地
域
活
性
化
を
図

り
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

問

PFI事業での産業団地や分譲
地誘致活動でまちづくりを

みやま市の魅力が詰まった
「ふるさと納税」

前𠩤武美 議員

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

答
弁
／
□
□
□
□
□
□
□

ふ
る
さ
と
納
税
の
向
上
を

答
弁
／
新
た
な
取
組
で
寄
附
獲

得
に
努
め
る

本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額

は
、
近
隣
市
町
の
中
で
最
も
低
い
状

況
で
あ
る
。
向
上
さ
せ
る
取
組
は
。

問

令
和
7
年
度
は
返
礼
品
を
約

70
品
目
追
加
し
、
総
数
を
約
5
3
0

品
目
と
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
の
情
報
発
信
、「
み
や
ま
ん
・
コ

イ
ン
」
の
活
用
な
ど
で
寄
附
獲
得
に

努
め
る
。

答

セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
者
や
技
術

者
な
ど
多
く
の
職
員
の
勤
務
地
と
な

り
、
市
民
の
雇
用
創
出
に
も
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
、
体
験
学
習
研
究
ゾ
ー
ン
で
の

観
光
・
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
産
業
関
連
・
交
流

促
進
施
設
の
立
地
を
誘
導
し
て
い
く
。

現
在
、
セ
ン
タ
ー
活
用
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
策
定
中
で
完
成
次
第
示
し
て
い

く
。 答

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
獲
得
に

向
け
た
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
状

況
は
。

問

令
和
9
年
度
中
に
開
設
予
定

の
ワ
ン
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
本
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
具
体

的
な
経
済
効
果
も
含
め
、
分
か
り
や

す
く
市
民
へ
の
説
明
に
努
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

問

令
和
7
年
度
は
企
業
を
3
件

訪
問
し
、1
件
か
ら
寄
附
を
受
け
た
。

今
後
は
訪
問
可
能
企
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、市
長
を
先
頭
に
、寄
附
獲
得
の

た
め
訪
問
活
動
を
行
う
。

答

吉原政宏 議員

企
業
と
の
共
存
共
栄
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を

答
弁
／
ぜ
ひ
、
研
究
し
て
取
り

組
み
た
い
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安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
、
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

を
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
防
犯
対
策

と
交
通
安
全
対
策
の
具
体
的
な
施
策

内
容
は
。

問

L
E
D
型
防
犯
灯
の
新
規
設

置
や
取
替
の
費
用
に
つ
い
て
、
1
基
あ

た
り
上
限
2
万
円
を
補
助
し
て
お
り
、

計
1
8
0
基
の
補
助
申
請
を
受
け
付

け
て
お
り
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

答

施
政
方
針
に
は
計
画
的
な
土

地
利
用
推
進
と
あ
る
が
、
ワ
ン
ヘ
ル
ス

セ
ン
タ
ー
周
辺
は
土
地
の
有
効
活
用
の

動
き
が
未
だ
何
も
見
え
な
い
が
。

問

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
一
番
に

感
じ
て
い
る
の
は
農
地
転
用
の
問
題
で

あ
り
、
困
難
で
あ
る
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
と
い
う
事
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答

商
工
会
と
連
携
し
、
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
各
団
体
と

協
働
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
多
く

の
誘
客
を
生
ん
で
い
る
。

答

通
学
路
を
含
め
、
交
通
安
全

対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

問

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

問

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先

順
位
を
定
め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設

置
等
15
か
所
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
利
用
者
の
安
全

性
が
向
上
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答

直売所「卑弥呼の里」

三小田智裕 議員

「
卑
弥
呼
の
里
」
に
支
援
を

答
弁
／
J
A
と
の
協
議
を
見
守

り
、
対
応
を
考
え
る

卑
弥
呼
の
里
の
有
効
活
用
に
向
け
て
は
。

問

地
域
農
業
の
活
力
源
と
し
て
、ま
た
、

消
費
者
と
生
産
者
を
直
接
結
び
、食
を
提
供

す
る
交
流
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

答

セ
ロ
リ
の
P
R
事
業
と
し
て
、

市
か
ら
斡
旋
し
た
も
の
は
。

問

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、県
庁
ロ
ビ
ー

や
西
鉄
福
岡
駅
で
の
販
売
、ま
た
J
R

九
州
と
連
携
し
、セ
ロ
リ
の
収
穫
体
験

を
行
っ
て
い
る
。

答

近
く
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
な
い
た

め
、
も
し
閉
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
買
い

物
難
民
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
。

問

買
い
物
に
行
く
店
が
閉
ま
っ
て

き
て
、貴
重
な
買
い
物
を
す
る
場
所
で

あ
る
。大
事
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

答

命
を
繋
ぐ
市
民
の
買
い
物
の
場

所
、
食
と
農
を
結
ぶ
努
力
を
自
力
で
重

ね
て
こ
ら
れ
た
卑
弥
呼
の
里
に
対
し
、

J
A
だ
け
に
任
せ
る
の
で
な
く
、
卑
弥
呼

の
里
の
歴
史
を
十
分
認
識
い
た
だ
き
、
道

の
駅
み
や
ま
と
共
存
共
栄
で
き
る
よ
う
に

強
力
な
テ
コ
入
れ
を
お
願
い
し
た
い
が
。

問

経
過
を
見
守
り
、対
応
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
。

答

答

セ
ロ
リ
が
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
り
、
食
卓
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
卑

弥
呼
の
里
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

セ
ロ
リ
の
売
上
と
生
産
者
数
は
。

問

販
売
金
額
は
、
令
和
6
年
産
実

績
と
し
て
8
億
8
3
0
0
万
円
で
、
生

産
者
は
令
和
7
年
度
現
在
28
人
で
あ
る
。

森弘子 議員

施
政
方
針
に
沿
っ
た
施
策
が

行
わ
れ
て
い
る
か

答
弁
／
変
わ
ら
ず
進
め
て
い
る

建設予定地（IC西側）
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奥薗由美子 議員

み
や
ま
柳
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
北
地
区
産
業
団
地
は
、
昨
年
7
月

に
「
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
」
へ
土
地
の
引
き
渡
し

が
完
了
。
2
0
2
7
年
9
月
か
ら
操

業
開
始
予
定
。

　

西
地
区
産
業
団
地
は
、
自
動
車
用

内
装
材
を
製
造
す
る
「
株
式
会
社
フ

コ
ク
」
を
立
地
企
業
と
し
て
決
定
。

2
0
2
6
年
度
に
は
測
量
調
査
や
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
を
実
施
す
る
。

　

し
尿
処
理
場
跡
地
は
、
竹
を
無
償

で
伐
採
し
、
そ
の
竹
を
原
料
に
、
農

作
物
肥
料
や
畜
産
物
飼
料
を
製
造
す

る
「
大
和
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社
」

に
よ
る
跡
地
活
用
が
決
定
し
た
。

企
業
誘
致
の
現
状
は
。

問答

創
業
塾
の
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
6
年
度
ま
で
の
受
講
者
数
は
、
累

計
で
1
1
2
名
。
そ
の
内
、
42
名
が

市
内
で
起
業
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
こ
れ
ま
で
20
名
が
着
任
し
、
そ
の

内
、
3
名
が
市
内
で
起
業
し
て
い
る
。

創
業
塾
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
累
計
人
数
と
、そ
の
内
、市
内
で
起

業
し
た
人
数
は
。

問答

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
6
年
度

ま
で
に
、
移
住
定
住
起
業
支
援
補
助
金

を
活
用
し
、
32
名
が
起
業
し
て
い
る
。

今
後
、
同
補
助
金
の
移
住
要
件
を
見

直
す
検
討
を
進
め
る
。

小
規
模
事
業
者
へ
の
優
遇
制
度

の
拡
充
を
す
べ
き
で
は
。

問答

人気のトレーニングルーム

チャレンジできるまち　みやま市へ

待
ち
時
間
の
縮
減
を

答
弁
／
利
用
環
境
の
確
保
に

努
め
る

企
業
誘
致
の
今
後
は

答
弁
／
更
な
る
誘
致
を
促
す

み
や
ま
っ
く
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
人
気
は
高
く
、
朝
10
時
に
は

多
い
と
き
は
20
人
前
後
が
並
ぶ
。
マ
シ

ン
は
13
台
で
、
最
初
の
13
人
の
利
用

が
終
わ
る
ま
で
、
次
の
人
は
2
時
間

ほ
ど
待
つ
こ
と
に
な
る
。
利
用
時
間
を

縮
め
、
利
用
者
を
増
や
す
対
策
が
必

要
で
は
。

問

ル
フ
ラ
ン
は
生
ご
み
や
し
尿
な

ど
を
運
び
入
れ
る
環
境
施
設
で
、
環

境
法
を
守
る
義
務
が
あ
る
。
そ
こ
は
、

高
速
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
施
設
内
の
気
圧
を

変
え
る
な
ど
、
臭
い
漏
れ
対
策
を
講

じ
て
い
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
窓
、
ド
ア

問

個
人
に
応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
時

間
や
、指
導
員
に
よ
る
相
談
や
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
適
切
な
時
間
と
の
評
価
だ
。　

　

空
き
ス
ペ
ー
ス
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運

動
機
器
の
使
用
時
間
短
縮
、整
理
券
導

入
な
ど
、委
託
事
業
者
と
の
協
議
を
重

ね
、環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

答

定
期
的
な
会
議
の
場
を
設
け
連

絡
を
密
に
し
、再
発
防
止
に
努
め
る
。

答

仕
様
書
で
は
、設
備
に
関
す
る

重
大
な
故
障
等
は
、速
や
か
に
報
告
す

る
よ
う
定
め
て
お
り
、そ
の
点
は
厳
し

く
指
導
し
て
い
る
。

答

市
職
員
が
2
か
月
も
の
間
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
解
放
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の

は
、
悪
臭
防
止
法
の
理
解
の
欠
如
だ
。

具
体
的
な
再
発
防
止
策
は
。

問

中尾眞智子 議員

処
分
の
必
要
性
は

な
ど
開
け
放
し
で
2
か
月
以
上
も
業

務
を
続
け
た
こ
と
は
、
法
律
違
反
だ
。

処
分
の
必
要
性
は
。

や
ま
と
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うきは市での視察

総務常任委員会
【
定
例
会
報
告
】

　

3
月
11
日
に
委
員
会
お
よ
び

予
算
審
査
分
科
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

議
案
7
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
議
案
「
み

や
ま
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
向
上
お
よ
び
効
率
化
を
図

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
更
な
る

推
進
の
た
め
、
現
在
、
保
健
福

祉
部
に
設
置
し
て
い
る
健
康
づ

く
り
課
を
市
民
部
に
移
管
し
、

保
健
福
祉
部
の
名
称
を
介
護
福

祉
部
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
「
み
や
ま
市
公
共
施
設

等
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」
は
、
公
共
施
設
の
整
備

等
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
基
金
を
設
置

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
予
算
審
査
分
科
会
で
は
、

令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
所
管
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

【
行
政
視
察
報
告
】

　

1
月
30
日
に
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

●
福
岡
県
う
き
は
市

【
廃
校
活
用
に
つ
い
て
】

　
「
泊
ま
れ
る
学
び
舎
＆
ジ
ビ
エ

B
B
Q
ひ
み
つ
基
地
小
塩
」
を

視
察
し
ま
し
た
。
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
本
市
で
も
小
学
校
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

産業建設常任委員会
【
定
例
会
報
告
】

　

3
月
10
日
に
委
員
会
お
よ
び

予
算
審
査
分
科
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

議
案
4
件
等
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

　

議
案
「
み
や
ま
市
宿
泊
施
設

の
誘
致
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
は
、
宿
泊
施
設
の
設
置
事

業
者
に
対
す
る
指
定
要
件
の
緩

和
等
を
行
い
、
市
内
に
お
け
る

宿
泊
施
設
の
誘
致
を
促
進
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。
改
正
の
内
容
は
、
指

定
要
件
の
緩
和
お
よ
び
奨
励
措

置
の
拡
充
が
主
な
も
の
で
す
。

指
定
要
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
行
に
規
定
す
る
指
定
区
域
を

削
除
し
、
宿
泊
施
設
の
誘
致
を

促
進
す
る
区
域
を
、
市
内
全
域

へ
拡
張
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

宿
泊
施
設
の
多
様
な
運
営
形
態

を
鑑
み
て
、
市
民
5
人
以
上
の

新
規
雇
用
に
係
る
規
定
を
削
除

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
「
み
や
ま
市
営
住
宅

条
例
及
び
み
や
ま
市
定
住
促
進

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
の
い
ず

れ
の
議
案
も
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
予
算
審
査
分
科
会
で
は
、

令
和
8
年
度
一
般
会
計
、
水
道

事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計

の
予
算
に
つ
い
て
所
管
の
質
疑
を

行
い
、
審
査
し
ま
し
た
。

こ
じ
お
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文教厚生常任委員会
【
定
例
会
報
告
】

　　

3
月
12
日
に
委
員
会
お
よ
び
予
算

審
査
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

3
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

議
案
「
み
や
ま
市
学
校
跡
地
体
育

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
」
は
、
閉
校
と
な
る
東
山
中

学
校
の
体
育
館
お
よ
び
運
動
場
を
「
み

や
ま
市
東
山
体
育
館
」
お
よ
び
「
み

や
ま
市
東
山
運
動
場
」
と
し
て
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
「
み
や
ま
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
限
り
認
め
ら

れ
て
い
た
「
地
域
限
定
保
育
士
制
度
」

が
一
般
制
度
化
さ
れ
た
た
め
、
福
岡
県

に
お
い
て
も
、
制
度
の
活
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

議
案
「
み
や
ま
市
特
定
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、「
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
」
の
運
営
に
関
す
る
事
業

者
の
要
件
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、

制
度
の
適
正
な
実
施
と
利
用
者
の
保

護
を
図
る
も
の
で
す
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

予
算
審
査
分
科
会
で
は
、
令
和
8

年
度
一
般
会
計
ほ
か
3
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
所
管
の
質
疑
と
指
摘
事
項
の

取
り
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。

【
行
政
視
察
報
告
】

　
2
月
12
日
か
ら
13
日
ま
で
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

●
福
岡
県
宗
像
市

　【
全
天
候
型
こ
ど
も
広
場
「
M
u
―
M
o
」】

　

宗
像
市
で
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
に
遊
べ
る
屋
内
の
遊
び
場
や
、
保
護

者
同
士
の
交
流
の
場
を
求
め
る
声
が
あ

り
、「
M
u
―
M
o
」
は
、
天
候
に
関

わ
ら
ず
子
育
て
世
代
が
ゆ
っ
く
り
と
時

間
を
過
ご
せ
る
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
も
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
遊
べ

る
施
設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

●
山
口
県
下
関
市

　【
下
関
次
世
代
育
成
支
援
拠
点
施

設
「
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
」】

　
「
ふ
く
ふ
く
こ
ど
も
館
」
は
、
未
就

学
児
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
室
内

の
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
や
、
交
流
ス
ペ
ー
ス

を
運
営
さ
れ
て
お
り
、
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
し
て
、
J
R
下
関
駅
前
の

利
便
性
を
生
か
し
た
高
い
集
客
力
と

世
代
間
交
流
・
相
談
機
能
を
備
え
た

複
合
施
設
と
し
て
、
有
効
に
機
能
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

「ふくふくこども館」

全天候型こども広場「Ｍｕ―Ｍｏ」
ム ー モ

ム

ー

モ
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玉名市議会での視察

霧島市議会での視察

【
行
政
視
察
報
告
】

　
1
月
26
日
か
ら
27
日
ま
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
鹿
児
島
県
　
霧
島
市
議
会

　

霧
島
市
議
会
で
は
、
定
数
26

名
中
、
毎
回
20
名
程
が
一
般
質

問
を
行
い
、
そ
の
質
問
や
議
案

質
疑
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
と

す
る
た
め
、
外
部
講
師
を
招
い

て
議
員
研
修
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
議
員
と
語
ろ
か
い
」

と
い
う
市
民
と
の
意
見
交
換
会

を
年
4
回
開
催
し
、
そ
こ
で
出

さ
れ
た
意
見
は
、
ま
ず
委
員
会

に
よ
る
協
議
、
次
に
委
員
会
か

ら
議
会
全
体
へ
提
言
、
次
に
議

会
全
体
か
ら
執
行
部
へ
提
言
、

そ
し
て
反
映
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
、

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
踏
ま
え
市

民
へ
返
答
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
と
議
会
の
距
離
感
を
縮

め
、
市
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
有
効
な
手
段
で

あ
り
、
本
市
で
も
参
考
に
す
べ
き

も
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

●
熊
本
県
　
玉
名
市
議
会

　

玉
名
市
議
会
で
は
、
議
案
に

対
す
る
質
疑
は
全
体
会
議
で
は

行
わ
ず
、
一
般
質
問
か
付
託
さ

れ
た
委
員
会
で
行
わ
れ
て
い
る

点
で
、
本
市
の
議
会
運
営
と
の

違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
熊

本
地
震
を
経
験
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
会
議
ア
プ
リ

を
活
用
し
た
災
害
オ
ン
ラ
イ
ン

訓
練
を
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
本
市
で
も
参
考
に
す
べ
き
も

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

【
行
政
視
察
報
告
】

　
2
月
5
日
か
ら
6
日
ま
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

●
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会

　

議
会
だ
よ
り
を
保
存
し
や
す
い

よ
う
に
右
綴
じ
か
ら
左
綴
じ
に
変

え
た
り
、
一
般
質
問
の
中
で
言
え

な
か
っ
た
議
員
の
気
持
ち
を
伝
え

る
た
め
「
つ
ぶ
や
き
」
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
り
、
工
夫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
表
紙
に
は
波
佐
見

高
校 

美
術
・
工
芸
科
の
生
徒
の

作
品
を
紹
介
し
て
あ
り
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
表
紙
で
し
た
。

●
福
岡
県
福
津
市
議
会

　

表
紙
を
雑
誌
風
に
変
え
、
議

会
だ
よ
り
と
は
思
え
な
い
表
紙

で
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
斬
新
な
表
紙
で
し
た
。
裏
表

紙
の
マ
ン
ガ
も
目
を
引
き
、
読
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
記
事
の
作
り

方
は
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
の
掲
載
に
つ
い
て
、

波
佐
見
町
議
会
は
各
議
員
の
町

民
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
の
場
と
考

え
1
人
に
つ
き
1
ペ
ー
ジ
、
福
津

市
議
会
は
紙
面
構
成
を
刷
新
し
、

1
人
2
7
5
文
字
以
内
に
し
て
あ

り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
方
針
を
持
つ

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

波佐見町議会での視察

福津市議会での視察

議会運営委員会

議会報編集特別委員会
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２
月
16
日
、
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
を
開
催
し
、３
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
等

　
　

地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
、
退
職
手
当
組
合
に
加
入
す
る
全

て
の
団
体
の
議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

２
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

今
回
の
補
正
は
、
銀
行
の
預
金
利
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
当
初
の
見
込
み
よ
り

預
金
利
子
が
多
く
生
じ
た
り
、
基
金
の
積
立
財
源
と
し
て
い
る
売
電
収
入
が

当
初
の
見
込
み
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
上
回
っ
た
額
も
含
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

41
万
９
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

３
、
新
年
度
予
算

　
　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
８
億
５
４
６
６
万
４
千
円
で
、
前
年
度

比
で
１
６
７
０
万
７
千
円
の
増
額
で
す
。
主
な
内
訳
と
し
て
、
火
葬
施
設
「
有

峰
苑
み
や
ま
柳
川
」
の
施
設
管
理
費
が
７
６
７
２
万
５
千
円
で
、
予
算
総
額
の

約
９
％
を
占
め
、
ご
み
焼
却
施
設
「
有
明
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
管
理

費
が
７
億
１
３
０
７
万
５
千
円
で
、
予
算
総
額
の
約
83
％
を
占
め
る
予
算
編
成

で
す
。
な
お
、
令
和
８
年
度
に
お
け
る
み
や
ま
市
の
負
担
金
は
、
火
葬
分
２
８

４
３
万
２
千
円
、
塵
芥
処
理
分
１
億
８
３
７
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
３
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

有
明
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
を
２
月
19
日
に
開
催
し
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予

算
と
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
の
２
件
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
予
算
は
健
全
な
財
政
の
確
保
に
留
意
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効

活
用
、
両
市
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
た
予
算
が
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
総
額
が
３
億
６
１
５
０
万
円
で
、
対
前
年
度
比
５
２

８
０
万
円
の
減
額
で
、
減
額
の
主
な
要
因
は
、
工
事
請
負
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
の
み
や
ま
市
一
般
分
担
金
は
、
４
９
５
３
万
２
千
円
で
、
特
別
負
担
金
は

１
７
６
２
万
５
千
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
農
林
水
産
事
業
費
の
３
億
１
７
８
５
万
円
で
一
般
修
繕
工

事
は
、
み
や
ま
市
内
の
山
門
地
区
と
浜
田
地
区
の
捲
揚
機
・
防
護
柵
取
替
、
補
助

工
事
は
遠
隔
操
作
装
置
設
置
、
捲
揚
機
取
替
、
電
源
切
替
、
防
護
柵
設
置
が
文
廣

地
区
、
小
川
地
区
、
河
内
地
区
、
東
津
留
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
は
、
加
入
団
体
の
減
少
や
名

称
変
更
で
、
地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 
【
視
察
】

　

１
月
14
日
、
久
留
米
市
の
筑
後
大
堰
管
理
所

お
よ
び
熊
本
県
小
国
町
の
下
筌
ダ
ム
管
理
支
所

を
視
察
し
ま
し
た
。

柳
川
み
や
ま
土
木
組
合
議
会

筑後大堰管理所での視察

し
も
う
け

一部組合議会報告
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令
和
８
年
２
月
10
日
、
筑
後
六
市
議
会
（
大
牟
田
市
・

柳
川
市
・
大
川
市
・
八
女
市
・
筑
後
市
・
み
や
ま
市
）
議

員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
催
地
は
、
筑
後
市
で
、「
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
講
師
は
、

筑
後
市
長
の
西
田 

正
治
氏
と
筑
後
市
商
工
観
光
課
ホ
ー

ク
ス
フ
ァ
ー
ム
連
携
推
進
担
当
係
長
の
水
田 

進
氏
で
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
西
田
市
長
が
、
市
役
所
職
員
時
代
に
関

わ
っ
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
誘
致

ま
で
の
道
の
り
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
筑
後
市
の

誇
る
べ
き
施
設
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
市
の
発
展
に
も
寄
与

す
る
施
設
、
取
り
組
み

に
な
る
よ
う
、
問
題
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
取
り
組
ん

で
い
く
と
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
市
議
会

の
議
員
が
懇
談
し
、
意

見
交
換
お
よ
び
情
報
共

有
を
行
い
ま
し
た
。

筑
後
六
市
議
会
　
議
員
研
修
会
に
参
加

　みやま市山川町出身。九州大学在学中より映画制作を開始し、制作当初より、短編を中心に数多くの映
画祭で入選・公式上映。みやま市を舞台に撮影された『笑いのソネット』のクライマックスシーンでは、
市民エキストラ150人が参加した。

みやま市での思い出はありますか
同じ地区の友達と原町の公民館でカードゲームや野
球をしていたのは小学校時代のいい思い出です。原
町全体を使って、警ドロなどをして遊んだりもしました。
みやま市の子どもたちに伝えたいことは
やりたいこと、好きなことを見つけてください。それ
を全力でやって欲しい。
映画に込めた想いを教えてください
一緒に暮らしている家族のことを、どれだけ分かっ
ていたのだろうか?
同じ屋根の下にいても、心の中までは見えない。
でも、ふとした瞬間に「想像していた姿」とは違う
一面を知ることがある。
そこにこそ、人の“生き様”や“つながり”がある
のだと思います。

この映画は、そんな「見えていなかった人の想い」
を少しずつ辿っていく物語です。
笑いとは何か。詩とは何か。
瞬間瞬間に、その場、その時の気持ちや想いは消
えていく。
けれど、誰かの心に残れば、それはもう“形”になる。
この作品自体が、そんな誰かの心に残って欲しい。
それは思いだけでなく、その場所も。
『笑いのソネット』というタイトルには、“消える笑い
を、詩のように残したい”という想いを込めました。
見終わったあと、誰かを思い出したり、そっと連絡
を取りたくなるような。
そんな映画にできたらと思っています。
どうかこの作品が、みやまの風に乗って、あなたの
心にも届きますように。

みやま市出身映画監督　小田 憲和さん－－－－－ 表 紙のひと －－－－－
のりかずお だ

せ
い

じ
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　僕の将来の夢は、テレビ番組を編集する映

像編集者になることです。映像を繋ぎ合わせ

たり、場面にぴったりのテロップを入れたりし

て、番組をもっと面白く、感動するようにする仕

事です。

　同じ映像でも編集次第で笑えたり感動した

りできるところがすごいと思いました。いつか

自分が編集した映像でたくさんの人に笑顔

や感動を与えたいです。そのために今はノート

パソコンで編集の練習をして、どうしたら伝え

たいことや思いを映像にのせられるかを勉強

しています。

　

風
薫
る
５
月
、
爽
や
か
な
青
葉
が
眩

し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
の
日
」
は
、
日
本
に
お
け
る

国
民
の
祝
日
の
ひ
と
つ
で
、「
端
午
の
節

句
」
で
あ
る
毎
年
５
月
５
日
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
端
午
の
節
句
」
は
男
の
子
の
健
や
か

な
成
長
と
健
康
、
将
来
の
出
世
を
願
う

日
本
の
伝
統
行
事
で
す
。
別
名
「
菖
蒲

の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
、
鯉
の
ぼ
り
や

五
月
人
形
を
飾
り
、
菖
蒲
湯
に
入
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
少
子
化
に
よ

る
需
要
減
少
、
住
宅
環
境
の
変
化(

マ
ン

シ
ョ
ン
増
加)

、
個
人
情
報
保
護
の
意
識

向
上
に
よ
り
、
庭
に
大
き
な
鯉
の
ぼ
り

を
揚
げ
る
文
化
が
急
減
し
て
お
り
、「
絶

滅
危
惧
種
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
姿
を

見
か
け
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

み
や
ま
市
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

み
や
ま
市
の
様
々
な
課
題
解
決
に
向

け
、
初
夏
の
日
差
し
に
負
け
ぬ
よ
う
、

議
員
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

編
集
委
員　

諸
冨　

正
也

瀬高小学校　6年

瀬口  敬太さん
たけいぐちせ

将来の夢

聞かせて! あなたの夢

編
集
委
員

委
員
長　

古
賀　

義
敎

副
委
員
長　

森　
　

弘
子

委
員　
　

諸
冨　

正
也

委
員　
　

三
小
田
智
裕

委
員　
　

黒
田　

清
隆

委
員　
　

河
野　

一
仁

《
次
回
定
例
会
》

6
月
16
日（
火
）

か
ら
の
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
・
録
画
を
配
信

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
み

や
ま
市
議
会
」
の
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

みやま市マスコットキャラクター
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